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津曲/民族自身による言語の記録と研究

|民族自身による

言語の記録と研究

津曲敏郎
北海道大学大学院文学研究科

生誕百周年記念シンポジウム

知里真志保:人と学問

2009年2月22日北海道大学

|話の流れ

.1.少数民族言語の今

.2. r保持」への道

・3.民族自身による記録の重要性
.4.少数民族言語のこれから

|世界の言語の数

圃 6000-7000の数字があげられている。

.概数しか言えない理由

(1) r言語」と「方言」を区別する明確な基準
があるわけではない。

(2)調査の十分に及ばない言語、特に危機

言語(Endangeredlanguages)の状況が
不明。

1 

2009/2/22 

|要旨

少数民族言語は今、世界的な規模で急速に
失われつつある。親から子への自然な継承がむ
ずかしくなった現在、民族自身が主体的に言語
を記録し、次の世代へ受け渡すことの意味が重
要性と緊急性を増している。

アイヌ語の継承にとって、知里姉弟はその先
駆者であったといえる。真志保生誕百年を機
に、民族とその言語のかかわりについて、他言
語の事例を紹介しながら、これからの少数民族
言語の百年を展望する。

l民族と言語
民族とは?

特定の個別文化(言語、信仰、習俗、心理的特
徴、領域など)およびそれへの帰属意識を共有
する、人類の下位集団 <W文化人類学事典』弘文堂
1987) 

民族と言語の関係

・言語は帰属意識(アイデンティティ)の重要で客
観的な指標(しばしば、言語分類与民族分類)

圃'その指標の位置づけが今、変わりつつある

ir少数民族言語」の数

.6000言語のうち、約半数は話
者数が1万人以下の少数言語

=字そのほとんどが

①大言語とのパイリンガル

②子どもに継承されていない

③書きことばとして機能していない
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|話者数100万人以上の言語の数

.250言語
・世界言語6000のうち、約4%の言語が100万
人以上の話者によって話されている。

・この、わずか4%の言語のどれかを、世界人口
の96%の人が話している。

4%の言語∞96%の人口

96%の言語∞4%の人口

|話者数から見た世界の言語

言語故 1言語あたりの..者世

6000 世界人口の開%が慣用
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図1話者世から見た世界の言語

ir言語の危機」が関心を引かない理由
.野生動物の絶滅と違って、言語の消滅は必ずし
も話者集団(民族)の絶滅を意味しない。

言語を「取り替えるJだけ。

・近代化とグローバル化の中で、少数言語は淘汰
されるべき、あるいは淘汰されてもやむをえな
い、と考える人が(当事者にも)多い。

・世界中の人々が少ない言語で意思疎通できる
のは、むしろ「のぞましい」ことではないか、と考
える人もいる。

・大多数の人にとっては「他人事J。

2009/2/22 

1100年後の言語の数

- 約半数(3000)の言語が、今後
100年以内に消滅。

・ 最悪の場合、 10%-5%(600-
300)の言語しか残らない、と予測
されている。

!なぜ、「言語の危機」は野生動物の危
機より、一般の関心が低いのか?

言語学者でさえ無関心な人もいる

!なぜ、今「危機」なのか?

近代化とグローバル化

・国家支配に組み込まれ、大言語の支配下に

入る

-環境破壊と伝統の衰退

=辛固有言語の基盤の弱体化

• TV等、大言語メディアの普及

圃「寄宿制度」を含む学校教育

・民族聞の婚姻 etc.
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|なぜ「保持jすべきなのか?

圃人類の知的文化遺産として

多犠性が文化を豊かにする

・人間の言語の全体像を理解するために

辞書も文法も書かれずに、多くの言語が失わ
れている(どの言語も等しい価値をもっ:r未開
言語」などない)

・民族のアイデンティティとして

言語は「伝達の道具』以上のものである

l民族言語保持に向けての試み

-事例1・ウイルタ語(ツングース諸語、サハリン)

民族人口約350人、話者数20人以下

2008年、初の文字教本刊行

-事例2:ウデヘ語(ツングース諸語、ロシア沿海州)

民族人口約2000人、話者数100人以下

1930年代に文字を与えられるが定着せず

近年あらたな文字教本等が出る

|研究成果を教材化する
陽線線翠機薮撚霊源槻盤

池上採録・訳注 2002rワイル9 同友をもとにしたロシア語版

口頭文芸原文集』【音声CD付き 津曲編、ピピコワ訳2日目。7)

3 

|言語の「復興Jと「保持」

1.復興:継承の途切れた言語が、当該集団の

主要言語として、以前と同じように使われ、子ど
もにも継承されるようになる

→事実上ほぽ不可能

2009/2/22 

2.保:f寺:当該集団の多くの成員(子どもを含む)
がその言語に対する価値を認め、さまざまな程
度の関心・知識・運用力を継続的にもつようにな
る→実現可能・持続可能

|ウイルタ語の文字教本 (2008年干IJ)

刊行への道

・研究者の寄与:池上二良・
北海道大学名誉教授

-現地ウイルタの人々の熱
意と参画

-政府の認可、学界の支援

.地元企業の資金提供

|ソ連/ロシア北方言語の文字政策と

実情

• 1930年代、はじめローマ字で、のちにロシア字
によって、正書法が与えられ、学校教育で用いら
れる。

圃ツングース諸語の場合:エウェンキ一語、エウエ
ン語、ナーナイ語、ウデへ語が文字化される。

=辛ウデヘ語では定着しなかったが、他の3言語に
ついては今日まで続いている。出版・新聞も0

・実用より、民族意識のシンボルとしての役割

圃為政者のポーズ、アリバイ?的側面も。



津曲/民族自身による言語の記録と研究

|ローマ字によるウデヘ語教科書 1932

以ペゴ
，j' i<ol<toli '0010 xuklli 

'xotontigi !Flp'a 

it…:L J 

|民族語文字化の功罪と限界

-民族語教育には有用(必須)。

圃民族のアイデンティティ確認、言語や伝統文化
への誇りを維持するうえで一定の役割。「文学』
の創出。

幽どの方言に基づくか→標準化の推進/方言的
多様性の切捨て、日常の話しことばとのズレ。

・ロシア語読み書きの習得優先、ロシア語による
教育→日常・生活言語としてのロシア語。

• r与えられた文字」に対する違和感・不信感。

|知里幸恵『アイヌ神謡集』 1923 
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|ウデヘ語の
新しい教科書

Kjalundzjuga 1999 

ハバロフスク刊

ロシア文字に1;1，陥

などの文字を追加

|話者自身による文字化

-話者自身の内面の記録、自己との会話の手段

.将来の世代への遺産

-事例

(1)アイヌ語:知里幸恵(神謡集)、金成マツ(ユー
カラ)、砂沢クラ(自伝)

(2)ウイルタ語:北川源太郎(語藁と短文)

(3)ウデヘ語:A.カンチュガ(自伝)

|知里幸恵ノート

2009/2/22 
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|金成マツ『ユーカラ集~(金田一訳注)

←金成マツ自筆ノート(知lUアイヌ鱈
入門J1985復刻による}

GヒJII源太郎『ウイルタのことぱ』
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カナ書き自筆ノート 池上・津曲訳解 1986-91(全4冊)

IA力ンチュガ『ビキン川のほとりで』

アレヲサンドル'A・カンチュガ (1934ー)

2009/2/22 

|砂沢クラ『私の一代の思い出』

カナ書きによる自筆ノート(同書による) みやま書房、1983年刊 訂

|ウデヘによるウデヘ語・ロシア語対訳自伝

A. Kanchuga (1934-) 

ウデへ語・ロシア語対訳原稿 (2003， 2005， 20060， 2006b， 2007) 

|原文テキストの刊行 (2002，03年)

ウデへ跨・日本結対訳版{音声CDjせき) ウデヘ鱈・ロシア話版(現地用)"

5 
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ウデへt吉原文/和露英訳付き(2004年) 函像・テキスト・音声付きCD)2

lヘブライ語復興の条件

• w旧約聖書』の言語;ユダヤ人の世界離散後(紀元
2世紀末)、母語として話されることはなかったが、
宗教的基盤をもっ書きことばとして維持される

・強力な推進者(ベン・イェフダ 1858・1922)による
再生運動(母語話者の創出、ヘフ、ライ語委員会
の結成、新語の形成)

・イスラエル建国(1948)にあたり、国語として認定
される(←共通語の不在)

時 1982年現在で話者240万人

|話者が書いたものが活用されるために

.対訳形式であること

.音声を併せ残す(表記の不備を補う)

.映像、マルチメディア化

→魅力ある教材へ

・コミュニティ主導、内外での理解と支援

.整理・刊行・利用での第三者の協力(言
語学者、支援組織)

6 

|話し手なき書きことば

-最後の話者の世代が書き残したもの

→後の世代の潜在的読者・学習者のために

→民族の財産、知識として記憶にとどめられる

司「生き残り」の道

-民族の「古典語jとして

ラテン語、満州語の場合:話しことばとしてはほ

ぼ消滅したが、書きことばとして残り、今も学ば
れる。

・話しことば「復興』へ:ヘブライ語の事例

|民族(話者)自身が書くことの意味

圃「民族の心」が直接、伝えられる

.民族の誇りと自信、当事者意識を高める

・音声からのテキスト作成は膨大な時間と熟練、
話者の協力を要する←「時間との戦しリ

*話者ならだれでも「書ける」わけではない

=争埋もれた「書き手」の発掘・育成・支援

(言語学者によるテキスト採集・表記とならんで)

|民族出身の研究者の役割

圃「話者Jr当事者」としての背景に基づく
言語的直感、内からの視点

圃民族の指導者として、誇りと自信の拠り
所として

2009/2/22 

闘争 多様な言語、多様な文化が「あたりま
えJIこ共存する社会をめざして
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